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細胞の極性形成は，生物の形態形成を支える重要な生命現象である．植物細胞では現在までに，

PIN と呼ばれるオーキシンの排出担体が，細胞において偏在 (極性を持って局在) し，オーキ

シンの輸送方向を制御することで，植物細胞の極性，ひいては，個体の軸性が形成されること

が知られている．このオーキシンの極性輸送は，葉脈，根，胚発生等の，様々な植物個体の発

生現象を制御する最重要因子の一つであることから， PIN の偏在化機構の解明は，植物生理学

上，重要な研究課題となっている． 
 これまでの研究から，葉脈の分化過程では，PIN がダイナミックに局在変化し，オーキシン

流路を動的に制御することで，複雑な葉脈パターンが形成されることが知られている．そこで

私は，葉脈パターンが異常となる van (vascular network defective) 突然変異体を用いた解析

を行うことで，PIN の局在化・オーキシンの極性輸送機構の解明を目指した研究を行っている．

これまでに，van 変異体の原因遺伝子の多くは，小胞輸送制御因子であることを見出しており，

小胞輸送と PIN の偏在化の密接な関係が示唆されている．そこで，本セミナーでは，まず，顕

著な葉脈パターンの異常を示す van3 および van7/gnom 変異体を中心とした解析を紹介する

ことで，如何にして，小胞輸送が PIN の局在制御を行うかについて紹介する． 
 一方，現在私は，当研究室において開発された超解像顕微鏡を用いて，細胞膜上の PIN タン

パク質の詳細な細胞生物学的解析も行っている．これまでに私は，PIN タンパク質が細胞膜上

でマイクロドメインを形成することを見出しており，その形成機構に関していくつかの興味深

い知見を得ている．そこで，本セミナーでは，van 変異体の解析結果に加え，このマイクロド

メインの形成機構およびその生理学的意義についても併せて紹介することで，植物細胞の極性

がどのようにして形成・維持されるかについて多角的な視点から考察する． 
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